
 

  理解できたことの一つ    

            若狭小学校 2010 年度 PTA 会長 中澤 理 

 若狭小学校では、地域の方に支援していただく場面が多々あります。 

たとえば、通学路や校門で見守ってくださる方、庭木を伐採してくださる方、経済的

に支援してくださる方など、書き連ねればきりがありません。 

なぜ自分の子どもが通ってもいない学校のボランティアに参加するのか、単に近隣に

住んでいるだけで、なぜ支援してくださるのか、私は今までそういう活動に参加した

ことはありませんでしたし、少々丌思議でした。お一人お一人理由を聞けば、「お世

話になった人に頼まれたから。」など、たぶんそれぞれ理由が挙がることと思います

が、多くの方の雰囲気から受ける共通した理由が、最近になって理解できました。 

その理由とは、「学校の善し悪しが、周辺地域の将来を左右する。」という原理を、皆

さんが無意識に理解している、ということです。 

 学校が良くなり、賢い子が育ち、立派な大人になると、生活や気持ちに余裕のある

人になります。余裕のある人が多くなると街が豊かになります。街が豊かになると住

みやすくなり、余裕のある人がさらに転入してきます。余裕のある人は学校を支援し

てくれます。いろいろな支援で学校は良くなり、学校が良くなると・・・。 

という原理です。「鶏が先か卵が先か」のようなサイクルです。賢い子どもを育てる

ところから始めても良いでしょうし、学校支援から始めても良いのでしょう。 

 学校区で物件が選べる丌動産屋さんのホームページも増えました。簡単に情報が流

通する社会では、良いサイクルに乗ればどんどん良くなるでしょうが、悪いサイクル

に陥ると抜け出すのは大変です。 

「若狭小学校の学区だから引っ越してきた。」と言われるようになるのが、この地域

の潜在的な目標なのではないかと感じます。 

 地元のことも、学校のことも、何も知らない私が PTA 会長になり、気づいたこと、

生まれて初めて聞いたことは無数にあります。その中から一つ選んで文章にしてみま

した。 

  ＰＴＡスローガン 

「未来のために」 
活動方針 

１． 大人が学校に 
行きたくなる 
ようにする 

２． 学校での大人の
居場所を創る 

学
校
教
育
目
標 

・
自
ら
学
び
と
る
子
ど
も 

・
仲
よ
く
助
け
合
う
子
ど
も 

・
健
康
で
明
る
い
子
ど
も 
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昨
年
の
11
月
6
日
（
土
）
午
前
中
、 

わ
か
さ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
度
は
台
風
で
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
当
日
は
快
晴
！ 

仮
装
日
和
と
な
り
ま
し
た
（
笑
） 

企
画
運
営
は
ス
ポ
ン
ジ
ー
ズ
さ
ん
。 

地
域
の
み
な
さ
ま
の
他
、
子
供
た
ち
だ

け
に
よ
る
出
店
、
児
童
会
で
収
穫
し
た

銀
杏
の
販
売
な
ど
お
楽
し
み
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
し
た
。 

先生方の仮装♪ 

 なかには女装も？！ 

 

異文化に触れよう！と… 

英語で話しかけてくる 

見た目怖いお兄さんに 

我が子はタジタジ。 

大盛況のわたあめや 

ポップコーン♪ 



 

 

年
が
明
け
た
1
月
14
日
、
若
狭
小
を
支
え
て
い
る
方
々 

相
互
の
懇
親
を
目
的
と
し
て
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
議
員
さ
ん
、

先
生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
加
し
、
楽
し

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
二
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

ほ
ろ
酔
い
な
が
ら
も
街
づ
く
り
や
学
校
の
充
実
、
子
ど
も
達
の

安
全
を
議
論
し
て
い
る
方
々
で
、
楽
し
さ
と
同
時
に
力
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。 

 

ぜ
ひ
今
後
も
、
こ
の
「
和
」
の
力
で
若
狭
小
を
支
え
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新 

年 会 

 

 

  

  

 １月２１日に所沢市消防音楽

隊をお招きして、消防・救急活

動のお話や楽器の紹介、アニメ

ソングなど全７曲を演奏して頂

きました。 

 迫力のある音色は、きっと 

子どもたちの心に響いてくれた

ことと思います。 

 

 11 月 14 日に給食試食会が行われ 

ました。多くの保護者の参加のもと、 

栄養士の小山尚子先生をお招きして、 

スライドを使い、パワーポイントに 

ついてのお話や食についての質疑応答 

が行われ、給食の試食をしました。 

 その後、子供たちの教室で給食の 

様子を見学しました。保護者の方々が観ていたのもあり、大興奮

の子供たちでしたが、一生懸命準備をしたり、食事をする姿を 

見ることができて、親子ともに楽しいひとときが過ごせました。 

 

  

 昨年 11 月 9 日、体育館にて 

和太鼓「祭衆・楽風（まつりし

ゅう・らふう）」さんをお招きし

て学年行事を行いました。 

 日本各地の和太鼓曲目の演奏

や、太鼓に関するクイズ、大人

も参加しての体験など、楽しく

勉強にもなりました。 

 2 学年の学年行事として、ミニ運動

会が昨年の10 月20 日体育館にて行

われました。パン食い競争・ボール運

びリレー等親子で身体を動かし、楽し

い一日となりました。 

編＞１年生名物（?）のチェッコリー玉入

れ！！可愛いダンスと玉入れを繰り返

します。音楽が流れても球を投げるのが

止まらないほどエキサイトしました！ 

 

６年生最後の懇談会。 

卒業式にわが子が胸につける 

フラワーブローチを作りました。 

 

編＞このブローチをつけている子供

の姿を思うと、作っているときから

泣いてしまいそうですね…。 

 

 12 月 17 日、埼玉県平和資料館の 

石田さんによる戦争をテーマにした

出前授業を行いました。 

実際に身につけていた物や写真を見

ることができて当時の状況に触れる

ことができました。 

学学学   

年年年   

行行行   

事事事   

今
年
度
も
学
年
委
員
の
み
な
さ
ま
の
企
画
で
、 

各
学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
学
年
行
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

子
と
子
、
親
と
親
、
と
き
に
は
我
が
子
の
友
達
と
、
先
生
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

１年 給食試食会 11 月 14 日 

２年 ミニ運動会 10 月 20 日 

３年 戦争をテーマに… 12 月 17 日 

４年 消防音楽隊 1 月 21 日 

５年 和太鼓 11 月 9日 

６年 フラワーブローチ制作 3 月 4日 



 
 

 

 

 

  

●会長の仕事は「PTA 活動の方向付け」です。  

というと格好良いのですが、実際には、行事や会議に顔を出すのが主な活動です。  

具体的には、PTA 総会、運営委員会、本部会への参加、学校行事への参加、 

そして 地域の方や他校 PTA との交流です。 

●副会長の主な仕事は、①会長の補佐 ②運営委員会の進行役 ③会長丌在の時の代行 

です。特にはっきりした仕事がないので、書記、会計のお手伝いもやっています。 

●会計の仕事内容。 

ＰＴＡ会費集金、各学年・専門部への経費支払い、通帳管理、帳簿記入、決算報告、 

予算立案等。 

編＞ＰＴＡブログ、楽しかったです。いままで知らなかった役員の活動の様子がわかり、 

ＰＴＡ役員の方々への感謝の気持ちを強く持てるようになりました。 

本部 

環境厚生部 

 教養部では 5 月までに年間計画をた

て、6 月に学級生を募集します。年間 10

講座開催し、今年度は７３名の御父兄が

学級生として参加しました。 

来年度の役員選出については、学級生を

中心に勧誘し定員に達することができま

した。 

編＞広報部からも取材のつもりが本気で学級

生参加♪ いつもスマイルクラブの楽しい

活動の様子が伝わってきましたよ。 

 主な活動は、除草作業と、ベルマーク

の回収・集計作業です。子ども達の学校

生活を環境面で支えることができ、目に

見える達成感（除草後のきれいな校庭や

ベルマークで取得した物品など）も感じ

られる環境部です。 

編＞メールやＰＴＡブログを使ってのお知ら

せ・報告、Ｔ会員（先生役員）との連携など、

長の手腕が光っていました。広報へもマメに

メールをくださりありがとうございました。 

教養部・家庭教育学級 

 選考委員の活動は、次年度のＰＴＡ役

員の選考を行います。 

また、ＰＴＡ役員への自薦他薦を促すた

め、ＰＴＡ活動の内容を知って貰えるよ

うな活動も行います。 

 現在も次期会長が決まっていませんの

で、決定するまでの間、暫定的に現会長 

中澤理が引続き在任いたします。なお、

現在も立候補を受け付けておりますので

よろしくお願い致します。 

 年間３回の広報「わかさ」の発行が主な仕事です。今年

度は５回の発行が目標でしたが達成できず残念ですが、 

この最終号の発行までこぎつくことができホッとしてい

ます。広報は、活動の結果が、ありがたいことに紙面とな

り（カラー印刷で←ここ重要）、みなさまに読んでいただき、

賞もいただける、とてもやりがいのある仕事です。 

校外安全指導部 

選考委員 

広報部 

 

ＰＰＰ
ＴＴＴ
ＡＡＡ
役役役
員員員
ののの
活活活
動動動
報報報
告告告   

 校外役員は、総勢 26 名と最も人数が

多い部になります。部会は 2 ヶ月に 1 回

程行われ、皆で楽しい雰囲気の中で作業

などを行っています。 

 活動内容は、主に防犯パトロールの準

備と通学班の管理と編成です。子供たち

の安全安心のためにぜひ役員活動に参加

してください。 

編＞新一年生を迎えるため、新学年前に役員募

集し、活動を開始しているとは知りませんで

した。 

 

役
員
の
み
な
さ
ま
、
一
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

す
で
に
来
年
度
の
役
員
に
決
ま
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら 

お
考
え
の
方
、
ど
う
ぞ
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
… 

 

昨
年
の
12
月
8
日
（
水
）
に
家
庭
教
育
学
級

（
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
）
に
て
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト 

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

〃 

広
報
部
員
レ
ポ
ー
ト 

〄 

 

絵
柄
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
フ
ラ
ワ
ー
の
二
種
類
。

参
加
者
５
３
名
、
講
師
は
教
室
を
持
つ
大
熊
美
恵

子
先
生
と
そ
の
受
講
生
の
８
名
で
、
テ
ー
ブ
ル 

１
つ
に
つ
き
一
人
の
講
師
の
方
が
指
導
に
つ
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
絵
筆
を
用
い
、 

お
し
ゃ
べ
り
も
な
く
真
剣
な
雰
囲
気
で
作
業
。 

き
め
細
や
か
な
指
導
で
丌
器
用
な
私
で
も
素
敵

な
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

早
速
家
に
持
ち
帰
り
飾
っ
て
自
慢
で
す
。 

 

  音 

会 楽 

 

平
成
22
年
10
月
30
日 

、
校
内
音
楽
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
実
は
、
若
狭
小
学
校
に
お
い
て
初
め
て
の
音
楽
会

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
観
に
来
て
い
た
方
々
か
ら
は
、 

「
よ
か
っ
た
！
」
の
声
。
私
は
自
分
の
子
の
発
表
で
な
く
て

も
涙
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
。 

 

我
が
子
が
小
学
生
に
な
り
、
よ
く
思
う
の
で
す
。
自
分
が

小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
週
６
日
学
校
に
通
い
、
詰
め
込
み

と
言
わ
れ
る
教
育
を
受
け
、
音
楽
会
と
い
え
ば
ク
ラ
ス
ご
と

の
発
表
で
、
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
休
み
時
間
や
放
課
後 

練
習
を
し
、
競
い
合
う
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
昨
今
、「
ゆ
と
り
教
育
」
や
親
世
代
の
時
代
に
よ
る

変
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
・

体
験
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
心
な
し
か
「
表
彰
」
の
よ
う
な 

 

画
一
的
な
評
価
を
敬
遠
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。
私

は
頑
張
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
自
信
と
な
り
ま
し

た
し
、
大
人
に
褒
め
ら
れ
た
い
か
ら
頑
張
ろ
う
と
す
る
子
供

の
純
粋
な
心
と
い
う
の
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
身
近
な
大
人
へ
の
信
頼
、
親
か
ら
不
え
ら
れ
る

べ
き
絶
対
的
な
安
心
感
と
い
う
も
の
は
、
子
供
が
大
人
に
な

る
た
め
に
必
ず
必
要
な
も
の
だ
と
強
く
思
う
か
ら
で
す
。 

ま
た
、「
親
に
叱
ら
れ
る
か
ら
や
め
よ
う
」
と
い
う
基
本
的
な

自
制
心
が
子
供
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
い
ぶ
飛
躍
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

自
分
が
子
供
の
こ
ろ
貪
欲
な
ま
で
に
何
か
に
夢
中
に
な
っ
た

よ
う
に
、
我
が
子
に
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
や
り
た

い
と
思
い
、
音
楽
会
の
開
催
を
う
れ
し
く
思
っ
た
の
で
す
。 



 

 
子
供
た
ち
の
健
全
な 

 
 

 
 

 
 

成
長
を
願
っ
て 

 

 
 

 

若
狭
見
守
り
隊
隊
長 

笹
島 

千
代
子 

 
 「

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

今
朝
も
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。 

  

見
守
り
隊
が
発
足
し
て
今
年
で
六
年
目
。 

隊
員
は
二
十
六
名
。
自
分
の
子
供
、
孫
が 

若
狭
小
に
在
籍
し
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
。
他
の
人
た
ち
は
自
分
の
仕
事
を
リ
タ
イ

ヤ
し
た
後
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ま
た
健
全
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
た
人
達
で
す
。
毎
朝
の
一

時
間
ほ
ど
の
登
校
時
の
声
か
け
、
下
校
時
は
交
差
点
で
横
断
歩
道
を
渡
し
て
く
れ
る

人
、
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
見
守
る
人
、
そ
の
熱
心
さ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

  

あ
い
さ
つ
運
動
は
地
域
と
小
学
校
（
若
狭
、
宮
前
）
と
中
学
校
（
狭
山
ヶ
丘
）
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
と
人
と
を
結
ぶ
基
本
的
な
礼
儀
で
す
。
当
然
見

守
り
隊
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
あ
い
さ
つ
が
あ
ま
り
上
手
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
班
に
よ
っ
て
は
、
自
分
た
ち
か
ら
大
き
な
さ
わ
や
か
な
声
で
あ
い
さ
つ

を
し
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
充
実

感
を
持
ち
ま
す
。
う
れ
し
く
な
り
、
思
わ
ず
頭
を
な
ぜ
た
り
、「
よ
い
班
だ
ね
。」
と
声

を
か
け
た
り
し
ま
す
。 

  

三
月
二
日
は
授
業
参
観
日
で
し
た
。
そ
の
日
は
早
朝
か
ら
何
人
か
の
お
父
さ
ん
た
ち

が
校
門
に
さ
わ
や
か
な
声
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
さ
す
が
お
父
さ

ん
パ
ワ
ー
は
素
晴
ら
し
い
。
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
福
村
さ
ん
は
見
守
り
隊
に
入
り
、
仕
事

の
休
み
の
日
等
は
、
早
朝
に
出
て
き
て
く
れ
て
、
子
供
た
ち
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
励

ま
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
お
父
さ
ん
が
増
え
た
ら
た
の
も
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
校

長
先
生
や
教
頭
先
生
も
毎
朝
、
出
て
き
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
温
か
い
思
い
を
子
供

た
ち
が
受
け
止
め
て
、
自
分
か
ら
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
事
を
毎
日
願
っ
て
い
ま

す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
ぜ
ひ
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
せ
で
す
。 

  

時
々
仕
事
で
他
市
を
車
で
通
っ
て
い
る
早
朝
、
近
隣
（
狭
山
市
、
川
越
市
）
で
横
断

歩
道
に
親
達
が
、
立
正
し
て
子
供
た
ち
を
渡
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
「
働
い
て
い
る
人
、
幼
児
が
い
る
人
に
関
係
な
く
、
全
て
の
親
が
交
代

で
立
正
し
て
い
る
。
一
年
に
数
回
だ
か
ら
子
供
た
ち
の
安
全
が
第
一
で
す
。」
と
の
事
。

若
狭
小
も
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  

見
守
り
隊
は
子
供
た
ち
の
幸
せ
を
祈
り
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
心
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

子供たちの登下校の時間帯などに 

わんわんパトロールの腕章をつけ、 

愛犬のお散歩をしていただきます。 

難しいお約束などはありません。 

わんパトの腕章が人目につくことで、 

少しでも犯罪抑制のお手伝いになれば 

いいなあと思います。 

  

 

 

 

 腕章ご希望の方は  
   畑 0429490016 まで 

 

 

二
〇
〇
九
年
度
と
二
〇
一
〇
年
度
の
広
報
「
わ
か
さ
」
が
、 

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
狭
小
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ
右
側
の 

広
報
「
若
狭
」
の
リ
ン
ク 

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

●主に写真撮影をさせていただきました。 あっという間の 
一年でしたが 、いろいろな経験ができ、大変ながらも 

実りのある一年でした。 

●役員の仕事が出来た事で、学校の雰囲気等、間近で見て感じることが

できました。楽しく貴重な経験でした。 

●アンケート集計させて頂きましたが、朝食メニューなどとても参考に
なり助かっています。広報の一人一人が出来る仕事を行い、とても協

力しあい、そのような意味でも素晴らしい新聞ができたと思います。 

●初めて、出来上がった広報誌を手にした時には感動しました。 

また毎回、結果を形に残せ、良い思い出になりました。 

●広報部員として、やりたいことをやらせてもらいました。悔いは 

ないです。 正直・・「科学？世間？の変化に戸惑っているところです。」 
いやぁ・・ 古い人間なんですかねぇ・・  

●広報わかさ、PTA 広報部とは何かもわからず飛び込み、デジカメ、

腕章、いつも心に広報が気にかかる一年でした。改めて取材、広報活
動に関わってくださった皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。 

編＞「投稿メール年間総数１位で賞」！！ 

●初めての広報役員で手探り状態からの活動でしたが、良きメンバーに
恵まれ賞状をいただける広報を発行できたことが思い出の一つにな

りました。 

●編集一筋。ほとんどメールでの参加でたくさん迷惑をかけました。 

●本年度は読んでもらえる広報誌を目標に活動してまいりました。単な
る行事の報告にならないよう何を伝えたいのかテーマを持って作成

しました。多くの方々にコメントを寄せていただきありがとうござい
ました。 

            ２０１０年度若狭小ＰＴＡ広報部 ９名 

 

 東日本大震災の被災者の方々、ご家族・ご親戚が被災された

方々、心からお見舞いを申し上げます。 

 今後も不安な日が続きますが、子供たちが安心して過ごせますよう、 

安全を十分に確保し、必要な情報連絡が円滑にできますように、学校・

PTA・地域の方々のより一層のご協力、ご支援をお願い致します。 


